
 

 

 

 

 

１学期は、７２日間でした。子どもたちが過ごした毎日は、何気ない毎日として過ぎていきま

すが、その何気ない毎日をとおして、感じること、学ぶこと、悔やむこと…全てが、子どもたち

の成長にとってはかけがえのないものです。学校は、家庭とは違って、大人も子どもも、実にい

ろいろな人がいます。だからこそ訪れる貴重な瞬間があります。 

子どもたちが過ごした何気ない毎日をほんの少しですがご紹介します。 
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新学期のスタートは、何かと話し合う機会が 

多くなります。係活動の計画づくり、学級目標などな

ど。意見がまとまらずイライラすることも。何度も失

敗しながら、折り合いの付け方を学んでいきます。 

おもしろいのができたでしょ。 

気に入ってるの。 

だれかと一緒に考えると、自分

では思いもつかないアイディ

アが生まれます。知らなかった

友達のよさにも気付きます。 

お米にはね、神様がいらっしゃる

んだよ。米粒１つでもおいしくい

ただこうね。 

４月１４日 １年生の給食スタートです。 

ボランティアに来てくださった方が、食べ物を粗末にし

ない子どもに育ってほしいとの願いを込めて語りかけ

てくださいます。 

どんなことやりたい？ 

ふざけてないで、意見出してよ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大切なことは「協力」です。 

切り方、あってるかな。 

初めてのことでも、友達と確認

し合えば心強いのです。 

つかれた～。 

早く家に帰りたいなぁ。 

いや～楽しかった。 

普段できない経験は、子

どもたちを大きく成長さ

せてくれます。 

「がんばればできる自分」

に気付けたり、「家族の支

え」に感謝したり… 

何気なく見過ごされてき

たことを、自覚できる機会

となります。 

大きさによって

いろいろな音が

出るということ

がわかりました。 

子どもたちの学び

は、、教員だけではな

く、多くの人々の力に

よって支えられてい

ます。本物に触れる、

専門家から学ぶ、そん

な機会がとても大切

です。 

音が重なると、もっときれいに

なるんだね。 

自分でつくるのと 

こんなにおいしいんだ！ 


